





































のに立ち会い、この経験を基に、自ら 体解剖図十五葉を彩色筆写し、解説を加えた。本書の成書 安永二年。それは杉田玄白らによる『解体新書』完 の前年のことであった。このデジタルブック『越俎弄筆』では、 『越俎弄筆』の全ページを、本をめくるようにし 閲覧できるほか、 目次から該当ページへのジャンプ、 画面の拡大・縮小など、デジタルコンテンツならでは 機能が搭載されてい 。いずれも「ＷＥＢ懐徳堂
 http://kaitokudo.jp/ 」
で公開している。　
そして最後は、この『懐徳堂研究』第二号の刊行であ
る。今号も充実した論考・報告によって構成することが
懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日
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できた。第三号の刊行に向けてさらに活動を継続していきたい。  （懐徳堂研究センター長
　
文学研究科教授
　
湯浅邦弘）
お詫び　『
懐徳堂研究』創刊号（平成二十二年二月）の執
筆者紹介欄におきまして、執筆者のお一人であった釜田啓市氏のご芳名が欠落しておりました。改めてここに掲載し、釜田氏および読者の皆様に深くお詫び申し上げます。　　
釜田啓市（かまた・けいいち）
　　　　
清真学園高等学校教諭
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編集後記
